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Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、
以
前
は
１

０
０
０
名
以
上
採
用
さ
れ
て
い
た

新
入
社
員
が
大
幅
に
減
少
し
、
内

定
を
辞
退
す
る
方
も
増
え

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
一

方
で
、
２
０
２
２
年
度
の

離
職
率
は
１
・
４
％
（
昨

年
度
か
ら
０
・
２
％
上

昇
）
と
な
り
、
若
年
退
職

者
が
６
７
０
名
を
超
え
る
異
常
事
態
だ
。
統
括

セ
ン
タ
ー
や
営
業
統
括
セ
ン
タ
ー
で
は
「
融
合

と
連
携
」
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
管
理
者
か

ら
業
務
指
示
が
さ
れ
る
も
の
の
漠
然
と
し
た
指

示
し
か
さ
れ
ず
、
一
方
で
指
示
さ
れ
た
業
務
が

で
き
な
い
と
「
あ
い
つ
は
仕
事
が
で
き
な
い
」

と
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
る
た
め
、
思
い
悩
ん

で
い
る
方
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
管
理
者
自

身
も
、
仕
事
が
で
き
な
い
管
理
者
と
見
ら
れ

な
い
よ
う
に
、
あ
れ
こ
れ
と
業
務
が
増
え
て
し

ま
い
、
部
下
を
見
る
余
裕
も
な
い
と
い
う
。
こ

れ
ら
が
要
因
と
な
り
、
人
材
流
出
が
止
ま
ら
な

い
状
況
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　
営
業
職
場
で
は
、
み
ど
り
の
窓
口
の
減
少
で

と
列
の
絶
え
な
い
状
況
や
、
改
札
の
無
人
化

で
お
客
さ
ま
に
大
変
な
不
便
を
お
掛
け
し
て
い

る
。
ホ
ー
ム
に
立
ち
番
が
い
な
く
な
り
、
異
常

時
も
迅
速
に
対
応
で
き
ず
、
毎
日
の
よ
う
に
列

車
が
遅
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
異
常
時
は
毎
日
発
生
す
る
訳
で
は

な
い
と
し
て
、
〝
リ
ス
ク
が
大
き
く
て
も
確
率

が
少
な
け
れ
ば
切
り
捨
て
る
〞
か
の
よ
う
な
視

点
で
施
策
等
が
進
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
人
材
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
な
い
企
業
は
、
次
々
に
淘
汰
さ
れ
る
と
社
会

的
に
言
わ
れ
て
い
る
。
労
働
組
合
と
し
て
ど
の

よ
う
に
切
り
込
ん
で
い
く
か
が
課
題
で
あ
る
。

　
第
42
回
定
期
大
会
で
は
、
豊
田
運
輸
区
で
発

生
し
て
い
る
人
間
破
壊
の
強
制
転
勤
に
対
し
、

「
組
織
の
総
力
を
上
げ
、
断
固
た
た
か
っ
て
い

く
こ
と
」「
会
社
が
６
月
15
日
の
異
動
発
令
を
強

行
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
社
会
的
に
も
明
ら
か
に

し
て
い
く
こ
と
」
を
確
認
し
て
き
た
。
そ
の
後
、
多
く

の
組
合
員
や
連
帯
す
る
組
織
内
外
の
仲
間
が
八
王
子
地

本
や
当
該
組
合
員
と
連
帯
し
、
抗
議
の
声
を
上
げ
る
こ

と
で
「
発
令
日
の
延
伸
」
と
な
っ
た
。
現
在
も
本
人

は
、
強
制
転
勤
慫
慂
と
現
場
管
理
者
に
よ
る
人
格
否
定

の
パ
ワ
ハ
ラ
に
よ
っ
て
、
心
身
の
異
常
が
悪
化
し
て
お

り
、
病
気
休
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
何

よ
り
、
人
間
破
壊
の
強
制
転
勤
が
「
白
紙
撤
回
」

に
な
ら
な
い
こ
と
で
、
根
本
的
な
心
身
異
常
の

原
因
が
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
目

に
あ
っ
て
い
る
本
人
は
、
異
動
の
「
延
伸
」
で

安
心
で
き
る
は
ず
が
な
い
。
あ
る
新
聞
記
者
の

方
に
事
象
を
説
明
す
る
と
、「
こ
れ
は
酷
い
」

「
６
月
３
日
の
だ
ま
し
討
ち
は
酷
い
」「
労
働
担

当
に
パ
ワ
ハ
ラ
問
題
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い

る
仲
間
が
い
る
。
そ
の
人
に
も
話
し
た
い
」
等

と
、
私
た
ち
の
主
張
に
共
感
し
て
く
れ
た
。

　
離
職
者
が
年
間
６
７
０
名
を
超
え
、
採
用
者

数
も
激
減
す
る
中
、
要
員
不
足
の
営
業
職
場
へ

の
穴
埋
め
的
な
人
事
異
動
が
当
然
の
ご
と
く
発

生
し
、
交
渉
で
確
認
し
た
こ
と
を
平
気
で
逸
脱

し
、
議
事
録
確
認
や
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
等
も
全

く
踏
ま
え
ず
、
社
員
を
駒
扱
い
し
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
多
く
の
病
欠
者
を
発
生
さ
せ
て
し
ま
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
組
合
員
の
病
欠
者
は

「
新
た
な
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
よ
っ

て
11
名
、「
懲
罰
的
日
勤
教
育
」
に
よ
っ
て
２

名
発
生
し
て
お
り
、
豊
田
運
輸
区
等
で
発
生
し

て
い
る
問
題
は
、
自
ら
に
降
り
か
か
っ
て
く
る

問
題
と
も
言
え
る
。

　
よ
っ
て
、
中
央
本
部
は
、
①
「
人
間
破
壊
の

強
制
転
勤
の
白
紙
撤
回
と
施
策
の
正
常
な
運

用
」
と
、
②
「
懲
罰
的
日
勤
教
育
と
そ
れ
を
容

認
す
る
経
営
姿
勢
の
是
正
」
を
強
く
求
め
、
安

全
配
慮
義
務
違
反
と
不
法
行
為
を
断
じ
て
許
さ

な
い
体
制
を
つ
く
り
出
し
て
い
く
。
そ
し
て
、

職
場
討
議
資
料
の
読
み
合
わ
せ
等
を
展
開
し
て

い
る
が
、
自
ら
の
問
題
と
捉
え
返
し
、
組
織
内

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
必
ず
未
加
入
者
に
も
訴

え
よ
う
！ 

さ
ら
に
、
グ
ル
ー
プ
会
社
へ
の
出

向
や
転
籍
等
が
さ
ら
に
拡
大
す
る
と
想
定
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
組
合
員
の
希
望
を
前
提
に
た
た

か
い
を
つ
く
り
出
し
て
い
く
。

　『
職
場
か
ら
の
挑
戦
』
に
よ
っ
て
安
全
で
魅

力
の
持
て
る
仕
事
と
職
場
を
創
造
し
よ
う
！ 

そ
し
て
Ｊ
Ｒ
東
労
組
へ
の
結
集
を
更
に
訴
え
続
け
よ
う

で
は
な
い
か
。

人間破壊の強制転勤や懲罰的日勤教育を「自らの問題」と捉え、
 経営姿勢を是正させるために立ち上がろう!

■要求項目
１． 2023年6月16日、内房線 上総湊～竹岡駅間にお
いて発生した、感電死亡事故に至る経過や発生
させてしまった背後要因を明らかにし、原因を
究明すること。

２． 2008年9月17日に発生した東北本線 黒磯駅構内
感電死亡事故の教訓に基づき「最後の砦」であ
る停電確認を確実に実施するための環境を整備
すること。

３． 同種事故を撲滅するために、真の対策を打ち出
し「安全マネジメント」の強化と、安全第一の
職場を構築すること。

　
６
月
16
日
、
協
力
会
社
作
業
員
が
感
電
に
よ

り
死
亡
す
る
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
共
に
謹
ん
で
お

悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
が
『
命
』
を
最
大
の
価
値
基
軸

に
「
責
任
追
及
か
ら
原
因
究
明
へ
」
の
安
全
哲

学
の
再
確
立
に
向
け
「
安
全
な
く
し
て
作
業
な

し
」
と
取
り
組
ん
で
き
た
矢
先
の
事
故
で
あ

り
、
若
い
労
働
者
の
尊
い
命
を
失
っ
た
こ
と
は

痛
恨
の
極
み
で
す
。

　
職
場
で
は
「
な
ぜ
検
電
後
に
、
接
地
・
停
電

確
認
が
実
施
で
き
な
か
っ
た
の
か
」「
絶
縁
保

護
具
等
の
着
用
は
実
施
さ
れ
て
い
た
の
か
」「
停

電
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
」「
シ
ス

テ
ム
上
の
ト
ラ
ブ
ル
は
な
か
っ
た
の
か
」
な
ど

多
く
の
疑
問
の
声
が
あ
り
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
東
労
組

で
は
、
工
務
部
会
を
中
心
と
す
る
「
原
因
究
明

委
員
会
」
で
議
論
し
て
き
ま
し
た
。
パ
ー
ト
ナ

ー
会
社
・
協
力
会
社
の
事
故
で
終
わ
ら
す
こ
と

な
く
、
当
事
者
意
識
を
持
ち
組
織
事
故
の
観
点

と
、
何
よ
り
も
Ｊ
Ｒ
東
日
本
グ
ル
ー
プ
で
働
く

組
合
員
・
社
員
の
命
を
二
度
と
奪
っ
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
危
機
感
か
ら
議
論
を
継
続
し
て
い

ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
本
社
は
こ
の
事
故
を
受
け
、
き

電
停
止
、
配
電
停
止
を
伴
う
作
業
を
中
止
し

「
命
を
守
る
た
め
の
ル
ー
ル
の
再
徹
底
に
つ
い

て
（
通
達
）
」
を
発
出
し
ま
し
た
。
命
を
守
る

た
め
に
最
低
限
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ル
ー

ル
に
つ
い
て
、
過
去
の
事
故
事
例
か
ら
選
定

し
、
ル
ー
ル
を
遵
守
す
る
目
的
、
適
切
な
実
施

方
法
と
遵
守
し
な
い
こ
と
に
よ
る
リ
ス
ク
に
つ

い
て
再
周
知
す
る
、
と
し
て
い
ま
す
が
、
事
故

を
自
職
場
に
置
き
換
え
「
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
を
ど
う
強
化
し
て
い
く
の
か
が
重
要
で

す
。

　「
感
電
・
触
車
・
墜
落
」
の
三
大
労
災
は

「
命
」
に
直
結
す
る
事
故
で
あ
り
絶
対
に
起
こ

し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
同
種
事
故
が
繰
り

返
し
発
生
す
る
の
か
、
事
故
の
本
質
と
背
後
要

因
か
ら
原
因
を
究
明
し
、
安
全
で
安
心
し
て
働

け
る
職
場
を
つ
く
り
出
す
こ
と
が
労
使
共
通
の

課
題
で
す
。

　「
グ
ル
ー
プ
安
全
計
画
２
０
２
３
」
で
は
、

一
人
ひ
と
り
の
「
安
全
行
動
」
を
起
点
と
し

た
「
究
極
の
安
全
」
が
目
指
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
痛
ま
し
い
事
故
を
発
生
さ
せ
て
し
ま
っ
た

こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
事
故
か
ら
学
び
、
真
の
対

策
を
打
ち
出
し
、
同
種
事
故
の
撲
滅
と
安
全
第

一
の
職
場
を
構
築
す
る
た
め
に
、
団
体
交
渉
を

行
い
ま
す
。

佐貫町変電所 那古船形変電所

変圧器

しゃ断器「切」
（解放状態）

しゃ断器「入」
（投入状態）

停電はシステムで自動制御され、き電系統は停電したが、
信号高圧系統はしゃ断器が解放にならず、加圧状態だった

信号高圧系統イメージ図

引下線取替時に
引下線に触れて感電！

【き電系統】（本イメージ図では記載を省略）
・き電停止（停電）となった
・検電および接地取付けがなされた

【信号高圧系統】
・しゃ断器が解放にならず、加圧状態だった
・加圧状態にも関わらず作業着手できてしまった
・検電を行ったが、検電器が鳴動しなかった
・接地取付け及び停電確認は実施されなかった

注：調査の進展により、記載内容に変化が生じる可能性があります。

「責任追及から原因究明へ」の安全哲学の再確立に向けた中央執行委員会緊急声明！

　2023年6月16日1時42分、内房線上総湊～竹岡駅間において、協力会社作業員が点検

台上で高圧配電線引下線取替作業を行っていたところ、感電・受傷し死亡という痛ま

しい事故が発生した。JR東日本の安全・安定輸送を遂行するため、「施工のプロ」とし

て、設備の保守作業に尽力していたにも関わらず、お亡くなりになったご本人、ご家

族の皆さまにご冥福をお祈りすると共に謹んでお悔やみ申し上げます。

　JR東労組は、2023年6月12日、第42回定期大会を開催し、「新生JR東労組運動宣言」に

基づき、仲間を守るため職場からたたかうこと、組合員・社員の努力に報いない会社

の経営姿勢に立ち向かうこと、「抵抗とヒューマニズム」の精神を根底に、組織強化・

拡大を実現し、全ての仲間と共に職場から未来を切り拓いていくことを確認してきた。

また、命と安全を最大の価値基軸に、「責任追及から原因究明へ」の安全哲学の再確立

の実現に向けて決起することを意思統一し、経営のトッププライオリティである「安

全」が、単なる掛け声になっていると言わざるを得ないと警鐘を鳴らしてきた矢先の

事故であり、尊い命を失ったことは痛恨の極みである。

　JR東日本会社は、感電死亡事故を受け6月16日から6月19日早朝までの間、き電停止、

配電停止を伴う全ての作業を中止した。また、当面の対策として感電死亡事故の周知

及び注意喚起、停電作業における基本ルールの再徹底として「検電の実施」「接地取付

けの実施」「停電確認の実施」を全従事者に対して実施するとしている。

　一方で、職場からは感電死亡事故の原因は調査中ではあるものの、「確実な検電・接

地ができていたのか」「現示停止になっていなかったのは何故か」「絶縁保護具等の着

用は実施されていたのか」「システム上のトラブルはなかったのか」など多くの疑問点

が中央本部に届いている。

　JR東労組は、事故発生後、直ちに本部工務部会を中心に「原因究明委員会」を設置

し、開催してきた。それは、パートナ会社・協力会社の事故で終わらすことなく、当

事者意識を持ち組織事故の観点と何よりも仲間の命を奪ってはならないという危機感

からだ。

　JR東日本発足以降、私たちは約190名の仲間の尊い命を失った。これ以上、安全レベ

ルの低下を生み出してはならない。「原因究明委員会」を通じて、職場から届いた多く

の疑問点の解決をはじめ、背後要因を確定し、事故から学び、真の対策を打ち出して

いく。

　運輸区職場でも、現場第一主義とはかけ離れた現実が発生している。国府津運輸区

や宇都宮運輸区で発生した懲罰的日勤教育によって、組合員が病欠や医療保護入院に

まで追い込まれ、豊田運輸区では人間破壊の事前通知によって、組合員が病気休職に

まで追い込まれた事象も発生している。人権侵害・人間破壊を経営が容認するのであ

れば、断じて許すわけにはいかない。

　JR東労組は、現場第一主義を取り戻すために、命と安全を最大の価値基軸に、「責任

追及から原因究明へ」の安全哲学の再確立を実現するために、全組合員で実践してい

くことを訴えるものである！

申３号

内
房
線
　
上
総
湊
〜
竹
岡
駅
間
で
発
生
し
た

感
電
死
亡
事
故
に
関
す
る
申
し
入
れ
を
行
う
！2 0 2 3 年 6 月 1 9 日

東日本旅客鉄道労働組合

中 央 執 行 委 員 会


